
孤独の中で	
	
	
霞んで行く記憶を見つめ返した月夜に	
悲しげなあなたの笑顔	
桜舞い散る季節に	
	
狂気が支配した無情な時を想いだせ 
	
孤独の中で泪を捨てて	
愛する者を守るため突き進め	
逃げる事なく振り返る事もなく　	
時の風に吹かれ散っていく一輪となり 
	
光に照らされ続け輪郭を無くした闇	
現実はいつの間にか昔話に変わり 
	
繰り返す矛盾にこの身体さえ引き裂か
れそうさ 
	
争いを知らずに描く未来は夢話 
	
孤独の中に突き刺す朝日	
愛する人も照らし出し繋ぎ合わせ 
	
孤独の中で目の前を見つめ	
輝く明日想い微笑み浮かべ突き進め	
逃げる事なく振り返る事もなく	
時の風に吹かれ舞い散った花となって	
 
	
 
	


